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１月の制作

ペタペタみのむし

落ち葉で、虫さんに洋

服を着せてあげよう！ど

んな色の洋服になるか

な？北風が吹いてくるか

ら、暖かい洋服にしてあ

げよう♬

９：３０～１１：００
サンルームまたは、ティールームにて、

毎日制作できます♬

やりたいときにスタッフにお声かけください♬

※誕生日会、オハナタイムの時間は除きます

OHANA Letter

休館

休館

オ ハ ナ レ タ ー

休館

１月

制作は、立体のものはその日に持ち帰っていただきます。

画用紙に貼った平面のものは、オハナパーク内に掲示した

後、オハナで保管し、幼稚園や保育園に入園する際に、ま

とめて記念品として差し上げます。その都度、持ち帰りた

い方は、お申し出ください。

♪１月のうた・手遊び♪
・北風小僧の寒太郎

・鬼のパンツ

・豆まき

オハナタイムは

10時頃から始めます♬

成人の日

休館
休館

休館

年始休み 休館

☆ 疑問・質問は、遠慮なく、スタッフに、お声かけください♬

１月

誕生会

10:00～

年始休み 休館

⇒オハナクラス（保育）と一緒にレッスン ⇒親子で参加

休館

ミュージックステップ

9:30～オハナクラス

ミュージックステップ

9:30～オハナクラス

ふれあい遊び
10：00～

詳細は別紙参照

ミュージックステップ

9:30～オハナクラス

ふれあい遊び
10：00～

詳細は別紙参照

１月の手形・足形アート

「お正月」
なかなか制作活動

に参加できない小さい

お友だちや、記念に手

形や足形を残したいマ

マ・パパのために、手

形・足形アートを取り

入れています☆手形や

足形を取り、おうちの

方がデコレーションし

てあげてくださいね♬お正月ならではの、

門松とだるまに

小さな手が変身です☆

PLAY DAY
10：00～

詳細は別紙参照



２月３日（土）は節分ですね♬

OHANAでは、２月２日（金）に鬼のお面作り＆豆まきをします♬

通常通り、５組までとします。

１月22日（月）から参加予約を受け付けます！

親子で鬼のお面を作ろう！

顔のパーツや角を付けてみよう！

どんな顔の鬼になるかな？？

お面作り ９:30～10:00

10:00～ オハナタイム♬

オハナタイム後、鬼に

向かって豆まきをしよう！

「鬼は外！福は内！」

みんなに福が来ますように…。

（誤飲防止のため、

豆は使用しません。）

予約
制

豆まきって何？！

昔の中国で行われていた鬼払いの「追儺（ついな」）」という行事と、日本にも古くからあった鬼や邪

気を追い払うために豆をぶつける「豆うち」という風習とが合わさり、広まったものが豆まきです。大切

な作物だった大豆には穀物の霊が宿っていて、その力が悪霊を退ける…と昔の人は考えていました。

炒った大豆を「鬼は外！福は内！」と唱えながら撒き、邪気を払います。その後、自分の歳の数（ある

いはひとつ多く）の豆を食べて、１年の無事を祈ります。 （和の行事えほん 秋と冬の巻より）

知っておきたいウイルス性胃腸炎
今シーズンは、早い時期から流行っている「ウイルス性胃腸炎」。ウイルス性胃腸炎は、ウイルスがついたものや

人に触り、手指についたウイルスが口の中に取り込まれて感染します。人の腸管内で急激に増殖するため、患者の便

中には１g中に１億個、嘔吐物には100万個は含まれていると言われています。原因となるウイルスは、何種類もあ

るのでひと冬に何度もかかることもあります。日常的な手洗いはもちろん、症状が治まっても、ウイルスは２～３週

間便に排出されますので、適切なオムツ替え、排泄物の処理が重要となります。

家族が胃腸炎に感染したら・・・

１．感染性胃腸炎とは： 細菌やウイルスなどの病原体により、腹痛や下痢、嘔吐などを 引き起こす感染症です。

毎年秋から冬にかけて流行します。

２．原因： ノロウイルス、ロタウイルスなどのウイルスの他、細菌や寄生虫もあります。

３．症状： 潜伏期間は1～3日程度です。症状は、吐き気、嘔吐、下痢、発熱、腹痛があり、小児では嘔吐が

多いです。 乳児では けいれん を起こすこともあります。健康な人であれば１～３日で回復に向かい

ますが、小さなお子さまは症状が長引いたり、水分が取れずに脱水症状になってしまうことがあります。

４．治療： 特別な治療法はなく、症状に応じた対症療法が行われます。乳幼児では下痢等による脱水症状を生じる

事があるので、早めに医療機関を受診することが大切です。

１．手洗いが大事！

タオルは共用せず、個人ごとに専用とするか、ペーパータオルを使用しましょう。

２．汚物が衣類についてしまったら

①衣類をビニール袋に入れ、周囲を汚さないようにします。

②85℃の熱湯に1分間以上浸けるか0.02%（500ml の水＋塩素系漂白剤ペットボトルの

キャップ

1 杯）次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白剤）で消毒します。

(漂白作用があるので、薬剤の「使用上の注意」を確認してください。)

③消毒後、他のものと分けて最後に洗濯してください。

３．調理・食事で気を付けること

・調理器具、シンク、ふきん、スポンジ等は熱湯で消毒（85℃で1分間以上）又は

０.02%次亜塩素酸ナトリウム（500mlのペットボトルに水を入れ、ペットボトルの蓋

1/2杯の漂白剤を入れる）で消毒してください。


